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世帯数 １６０世帯 

人 口  ３５６人 

  男  １６５人 

  女  １９１人 

高齢化率４８・０％． 

  （５月末現在） 

 

記念写真に収まる参加者 

美濃はつらつ通信 
ビオトープに咲く睡蓮（有田下・中島保さん宅） 

 

 

 

 

 

 

 

「つろうて子育て」推進事業  

中西小でサツマイモの植え付け作業 

 

  

 

    

記念写真に収まる参加者 

 各部会に分かれ具体的な討議スタート 
平成２８年度第２回自治組織設立準備会開催 

今年度２回目となる美濃地区自治組織設立準備会 

（三浦満会長・委員３０人）が６月６日、美濃地区 

振興センターで開催されました。全体会の後、各委 

員がそれぞれ３部会（生活福祉学習・環境防災・産 

業魅力化※仮称）に分かれ、部会長・副部会長を選 

任したのち、今後の進め方などを話し合いました。                           

 美濃地区自治組織設立準備会は、平成２６年８月 

に発足。住みよい地域づくりを目指して、地区住民   

が自ら主体的、自主的に取り組む「美濃地区自治組 

織」を設立するにあたって、その準備や検討するこ   昨年度は若い人たちを中心に青年部が組織され、 

とで、円滑に移行できるように組織されました。   設立に向けた説明会で自治組織についての理解を深

めながら、先進地視察などを実施。          

            今年度からは３部会に分かれ、地

域の現状を踏まえながら、美濃地区の

魅力や課題などを洗い出し、目指す                   

べき将来像に向けて、具体的な地域づ

くりの計画案をまとめた「まちづくり

プラン」を来年３月末には作成する予   

定となっています。       

                        

定        。       

   。                 

の                               

魅力や課題などを探り、地区の目指す           

べ き                              

べき将来像に向けて、具体的な計画案 

Ni        をまとめた「まちづくりプラン」を 

          今年度末には作成する予定となって 

います。                             
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モリアオガエルの 
  産卵ラッシュ！ 

有田下の中島保さん所有の山 
林で、生息数が減少傾向にある 

とされているモリアオガエルの 

泡巣が６個確認されました。こ 

のモリアオガエルは林の中で生 

活し、４月～６月にかけて生息 

地附近の水田や、湿地がある樹 

上で産卵します。島根県では準絶滅危惧種に指定され、これまで 

地区内では平成２２年に清水で４０個が確認されています。 

                                        

               

盆踊り“口説き” 

唄い手後継者を募集！ 

故郷を離れている人が帰省し、地域

がにわかに活気づく盆踊り大会。 

美濃地区には古くから伝えられて

いる伝統的な盆踊り口説きがありま

す。この貴重な口説きの継承者を募集

しています。楽しみながら伝統の盆踊

り口説きを習ってみませんか。唄って

みたい、 

又はどん 

なものか 

興味のあ 

る方は美 

濃公民館 

まで。  昨年の盆踊り大会 

葉の間に白く見えるのが泡巣 

３部会に分かれ、今後の進め方を協議する委員 

              “つろうて子育て”推進事業  

               中西小でサツマイモの 
畝づくりと苗植え     畝作りと苗植え 
              学校、家庭、地域が子育てのパートナ

ーとして手をつなぎ、地域ぐるみで教育

活動を行う「つろうて子育て推進事業」 

             の一環として、中西小学校（原節夫校長・ 

             １０２人）の児童たちが地域の人たちと

いっしょに６月１４日はサツマイモの

畝づくり、２０日には苗植えが行われま

した。低学年の児童たちは６年生に植え

方を教えてもらいながら、秋に計画され

ている収穫祭を楽しみにしていました。

予              児童

たちは秋に予定されている収穫祭をを

楽しみに・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

             ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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 旧美濃小校庭に除草剤散布 

 美濃いきいきクラブが奉仕作業 

 環境整備のために、美濃いきいきク 

ラブ有志６人が公民館周辺や旧美濃

小学校校庭に除草剤の散布作業を約

１時間かけて行いました。草刈り・草

取り作業は６月２６日（日）７時から

実施の。          の予定（雨天の場合は７月３日）。 

               御都合のつく方はご協力下さい。        

 
   ７月の診療予定   

  火曜日   木曜日 

   ５日 

 神崎内科 

   ７日 

村野医院 

    

 

  １４日 

林医院 

  １９日 

 神崎内科 

  ２１日 

中島クリニック 

     ２８日 

澄川クリニック 

 

 

 

有

福

氏

が

建

立

し

た

「

権

現

神

社

」 

ぶらり 

美濃さんぽ 

 

 

 

 

       ７月の行事予定 

◆ ３日（日） アルミ缶回収 中西小学校   

◆ ５日 (火)   第１回ふれあい給食会 
         １０：３０～          

◆ 〃～７日（木）自治組織設立準備会 

◆１０日（日） 参議院議員選挙 

◆１７日（日） 美濃地区更生保護女性会 

◆２４日（日） 益田市長・市議補欠選挙 

         

診療時間 １３：３０～ 

 

 

 

 

 

 

 

“緑のカーテン”涼しさ演出 

 今年も公民館の調理室前に

ゴーヤを植え付け、ただ今スク

スクと成長中です。 

 昨年は８本の苗を植えまし

たが、意外？と引く手あまたの

人気ぶりに今年は２本増やし

ました。ゴーヤはビタミンＣが

豊富で野菜では唯一、加熱に強

く、苦味成分が血糖値を下げた

り、コレステロールを低減させ

ると言われています。葉や茎も

食用になるとのこと（さっと茹

で和え物などに）。順調にいけ

ば７月下旬あたりには収穫で

きそうです。お好きな方は、自

由にお採りください。 

  

 

         秋の例祭には大・小行司でにぎわった  

            ―旧天神山天満宮―  
 本郷下のバス停そばにある天神山山頂には、明   の前も整い、天保１２年（１８４１）には美濃地の   

治４０年に美濃地八幡宮に合祀された「天神山天   氏子によって買い入れた鎌手村の木部八幡宮の旧神 

満宮旧社地」があり、現在は山の所有者である島   輿が寄付され、例祭には御神幸の儀も始まりました。 

田家によって大切に管理されています。        その後、嘉永元年（１８４８）に石鳥居が建立。 

 この天満宮は、西坂左京公明という人によって   明治１０年（１８７７）には天満宮の祭りの特色で 

文禄３年（１５９４）に大宰府天満宮から勧請さ   ある大行司・小行司が復活し、美濃地八幡宮をしの                          

れました。                    ぐほどのにぎやかさだったと伝えられています。 

 西坂左京公明は文禄元年（１５９２ ）、豊臣秀    明治３５年（１９０２）                   

吉の朝鮮出兵に際し、吉見氏に従軍するにあたり、  ごろの境内は１２０坪あり、 

大宰府天満宮に寄り武運長久を祈願しました。    そこに本殿、拝殿、神楽殿、 

その戦いに軍功をたてた西坂左京公明は、文禄   巫女舞殿が建ち並び、鳥居 

３年に帰朝すると、大宰府天満宮に詣で、神前で   も石造りと木造の２基があ 

“良心”と改名。御神幣を勧請して帰り、最初は   って、小規模ながらも整っ 

西坂家の私社として天満宮を奉り、明暦３年（１   た神社だったようすがうか 

６５７）に本殿・神楽殿を再興しました。      がえます。 

やがて天満宮は西坂家の手を離れ、本郷の氏子    やがて明治末 

によって安永元年（１７７２）に両殿が再興され、  の神社整理で天 

さらに文政２年（１８１９）には美濃地、河内、   満宮は明冶４０ 

有田、清水、城九郎に氏子が拡がり、社殿を現在   年（１９０７）  

の良心屋敷上の旧社地から、天神山の山頂に移さ   美濃地八幡宮に 

れました。                    合祀されました。 

文政６年（１８２３）に鳥居を新建。同１３年   （※資料・天満宮社 

（１８３０）には神楽殿と通夜殿が造営され、社   記及び棟札写し）                     

保１２年（１８４１）には美濃地の氏子によって 

                                    

 診療時間  １３：３０ 

        美濃地区社会福祉協議会に対       

    まして、ご寄付をいただきま 

した。厚くお礼申し上げます。 

河内下  田中  智 様 

お 礼

礼 

除草剤を散布するいきいきクラブの人たち 

 

旧社地には小さな祠が置か

れ、山林所有者の島田家が 

手厚く管理されている 

旧参道に倒れた石鳥居が賑やかだった当時 

を偲ばせる 

ぶらり 

美濃さんぽ 

（各部会会議） 


